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今週のキーワード

効率35.5%達成
ペロブスカイト商業化が加速

28
件

記事数

9
カ国

対象国

35.5
%

最高効率

7.7M
USD

資金調達

今週の全28記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 LONGi、34.85%効率 技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

LONGiがペロブスカイト-Siタンデムで34.85%の世界
最高効率を達成、有機タンデムも安定性を実証し商業
化を加速。

#02 Saule、BIPV初設置 製品導入
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Saule Technologiesが商業用ペロブスカイトBIPVパ
ネルをビルに初設置、軽量・フレキシブルで市場を牽
引。

#03 アイシン、量産開発 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

アイシンがNEDO支援で500mm角ペロブスカイト太
陽電池モジュールの量産開発を加速、中部国際空港で
実証へ。

#04 米国DOE、R&D;支援 政策動向
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

米国DOEがペロブスカイト太陽電池R&D;を支援、単
独セル26%超、タンデムセル34%近くの効率を強調
し商業化を推進。

#05 HZB、溶媒フリー蒸着 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ドイツHZBが溶媒フリー共蒸着法とCsCl層でペロブス
カイト-Siタンデム30.3%効率を達成、環境配慮型製
造に貢献。

#06 Caelux、インド提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Caeluxがインドで5GW提携、2028-29年にペロブス
カイト統合モジュール生産開始へ。既存サプライチェ
ーン活用。

#07
Fraunhofer、溶媒フリ
ー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

フラウンホーファーISEが完全溶媒フリー製法でペロ
ブスカイト-Siタンデム27.1%効率と6800時間安定性
を実証。

#08 MLで鉛フリー最適化 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

機械学習で鉛フリーCs2AgBi0.75Sb0.25Br6ペロブス
カイト太陽電池の電荷輸送層と製造条件を最適化、高
性能化を加速。

#09 Fraunhofer、電流測定 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

フラウンホーファーISEがタンデム太陽電池のサブセ
ル電流をミリ秒測定する新手法を開発、量産品質管理
を革新。

#10 NiOx界面エンジニア 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

NiOx/ペロブスカイト界面エンジニアリングにより、
空気中で製造可能なワイドバンドギャップPSCの性能
が向上。

#11 南京大、大面積26.2% 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

南京大学が65cm²オールペロブスカイトタンデムモジ
ュールで世界記録26.2%効率を達成、大規模化課題を
解決。

#12 カウナス大、安定性 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

カウナス工科大学が界面層の化学組成変更で反転型ペ
ロブスカイト太陽電池の安定性問題を解決、効率と寿
命を向上。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 K2ベースキャンプ実証 実証実験
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Monochrome Inc.がK2ベースキャンプでペロブスカ
イト太陽電池の極限オフグリッド環境実証を開始、耐
久性を検証。

#14 HZB、カルボランETM 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ドイツHZBがカルボランベースETMを開発、ペロブス
カイト太陽電池の効率を2.4%向上させ安定性課題を
解決。

#15 Tandem PV、助成金 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Tandem PVがDOEから770万ドル助成金獲得、29.7
%効率のペロブスカイト-Siタンデム商業生産を米国で
加速。

#16 SPIE、鉛フリー発表 学術会議
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

SPIE会議でFAGeI₃鉛フリーペロブスカイトと高効率
ワイドバンドギャップ型における画期的進展が発表さ
れた。

#17 阪大、カイラルHTM 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●

大阪大学がカイラルHTMでペロブスカイト太陽電池の
電荷輸送を向上、スピン分極60%を達成し新規メカニ
ズム提示。

#18 GCL、宇宙用標準化 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

GCL Perovskiteが宇宙用ペロブスカイトモジュールの
標準化を主導、1億人民元超の資金調達で産業化を推
進。

#19 三菱ガス化学、IoT 実証実験
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●

三菱ガス化学が新潟市アイスアリーナでペロブスカイ
ト太陽電池IoTデバイス実証に採択、低照度環境での
実用化へ。

#20 鉛漏出0.07%抑制 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

破損した積層型ペロブスカイト太陽電池からの鉛漏出
が9ヶ月で0.07%に抑制、安全性向上を示し商用化を
後押し。

#21 PeLED劣化メカニズム 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○

PeLED劣化の電気イオン相互作用を解明、初期EQEm
ax 20.0%も動作不安定性を指摘し安定性課題を浮き
彫りに。

#22 Perovskite Connect 業界会議
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Perovskite Connect 2026会議で信頼性評価、タンデ
ム損失対策、96%回収リサイクルに焦点、商用化を加
速。

#23 ART-PV、3層タンデム 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ART-PV Indiaがペロブスカイト・Si・CdTe複合タン
デムセルで29.8%効率を達成、高効率化の新たな方向
性。

#24 Swift Solar、資金調達 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
Swift Solarが2700万ドル調達、高効率軽量ペロブス
カイト太陽電池の商業化を加速、新市場開拓へ。

#25 GCL、宇宙用IEC認証 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
GCL Perovskiteが宇宙用ペロブスカイトPVモジュー
ル標準を主導、18.04%効率でIEC認証も取得。

#26 独、溶剤フリー27.3% 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ドイツ研究者が溶剤フリー製法でペロブスカイト-Siタ
ンデム27.3%効率を達成、6800時間後も安定性維持
。

#27
LONGi、35.5%世界記
録

技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
LONGiが結晶Si-ペロブスカイトタンデムで世界記録3
5.5%効率を達成、大面積モジュールでも高効率。

#28 Perovskite Connect 業界会議
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●○○○

○
ペロブスカイト業界の主要プレイヤーがベルリンに集
結する「Perovskite Connect 2026」が10月開催。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国勢の効率記録更新は、自社の技術ロードマップにどう影響するか？
LONGiがペロブスカイト-Siタンデムで35.5%の世界最高効率を達成し、大面積モジュールでも高効率を記録。この急速
な技術進展に対し、自社の目標設定や研究開発投資の優先順位を見直す必要があるか？

❷ 溶媒フリー製造や安定性向上技術は、自社の量産化戦略を変えるか？
ドイツHZBやFraunhofer ISEが溶媒フリー製法で高効率・高安定性を実証。また、界面制御による安定性向上も進む。こ
れらの環境配慮型かつスケーラブルな製造技術は、自社の製造プロセスや材料調達戦略にどのような影響を与えるか？

❸ 日本企業は、特定用途市場で存在感を示せるか？
アイシンの500mm角モジュール量産開発や三菱ガス化学のIoTデバイス実証など、日本企業はBIPVや低照度IoTといった
特定用途で強みを発揮し始めている。グローバルな効率競争とは異なる軸で、高付加価値市場を狙う戦略は有効か？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

効率競争市場投入

国内量産

環境製造 信頼性向上
環境規制

特定用途

基礎研究

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 効率競争 注意 高効率化で市場拡大 日本勢の競争力低下

● 市場投入 機会大 新市場参入の好機 海外勢の先行

● 国内量産 機会大 国内サプライチェーン強化 海外技術との差

● 環境製造 機会大 環境負荷低減技術 既存設備投資負担

● 信頼性向上 機会大 製品寿命延長に貢献 技術開発の遅れ

● 環境規制 注意 環境配慮型材料開発 規制強化への対応

● 特定用途 機会大 高付加価値市場開拓 ニッチ市場の競争

● 基礎研究 参考 長期的な技術基盤 即時性低い
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深掘り ① ― LONGi、ペロブスカイト-Siタンデムで世界記録35.5%効率達成
#27 | 2026/08/24 | The Economic Times | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

中国の太陽電池大手LONGiが、結晶シリコン-ペロブスカイトタンデム太陽電池で35.5%というNREL認定の世界最高電
力変換効率を達成しました。これは2009年の3.8%から始まる技術の驚異的な進化を示し、大面積セル（261
cm²で34.3%、274 cm²で32.2%）およびモジュール（31.4%、29.4%）でも高効率を記録しており、商業化に向け
たスケーラビリティの可能性を強く示唆しています。

この高効率は、ペロブスカイト層と結晶シリコン層間の界面工学、光管理、キャリア輸送特性の最適化によって実現さ
れました。ESTIによる独立認証は信頼性を保証し、業界の新たなベンチマークを確立。量産化における効率低下を最小
限に抑えることに成功し、太陽光発電の発電コストをさらに低減し、設置面積あたりの発電量を最大化する可能性を秘
めています。

▶ 技術者の視点

LONGiによる35.5%という世界記録達成は、ペロブスカイト太陽電池の技術成熟度が急速に進んでいる
ことを示しており、日本の材料・セルメーカーにとっては大きな【脅威】です。特に、大面積モジュー
ルでの高効率化は、量産化への道筋が具体的に見えてきたことを意味します。この数値は、既存のシリ
コン太陽電池の理論限界を大きく超えるものであり、太陽光発電市場の競争環境を根本から変える可能
性があります。一方で、この高効率化は、ペロブスカイト材料や製造装置の需要を喚起する【機会】で
もあります。日本企業は、この技術の詳細を早急に分析し、自社の技術ロードマップを見直すとともに
、高効率化に貢献する材料やプロセス技術の開発を加速させる必要があります。特に、界面制御技術や
光管理技術は、日本の得意分野であり、ここで差別化を図れるかが鍵となります。

深掘り ② ― アイシン、NEDO支援で500mm角ペロブスカイト量産開発を加速
#03 | 2026/08/21 | IBTimes JP | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

自動車部品大手アイシンが、NEDOグリーンイノベーション基金プロジェクトに採択され、500mm角の大型ペロブス
カイト太陽電池モジュールの量産開発を本格化させます。高速スプレーコーティング技術の改良と、中部国際空港を含
む複数の場所での大規模実証試験を通じて、製造プロセスの確立と製品の信頼性向上を目指します。

このプロジェクトは、ペロブスカイト太陽電池の最大の課題の一つである安定性と耐久性を、量産技術と実環境下での
検証を通じて克服しようとするものです。大型モジュールの開発は、建物の屋根や壁面、農業用施設、さらには自動車
や船舶といったモビリティ分野への応用も視野に入れています。

▶ 技術者の視点

アイシンによるNEDOプロジェクト採択は、日本がペロブスカイト太陽電池の量産化と実用化に本腰を
入れていることを示す重要な動きです。500mm角という大型モジュールでの高速スプレーコーティン
グ技術の確立は、製造コスト削減とスケーラビリティ確保に直結し、日本の材料・製造装置メーカーに
とって大きな【機会】となります。中部国際空港での実証試験は、実際の環境下での耐久性評価に不可
欠であり、そのデータは製品の信頼性向上に大きく貢献するでしょう。ただし、海外勢の効率記録更新
や商業化の動きが加速する中、日本独自の強み（例えば、自動車部品で培った品質管理や耐久性技術）
を活かし、ニッチな高付加価値市場で先行できるかが【脅威】を乗り越える鍵となります。R&D;部門は
、アイシンの技術開発動向を注視し、連携の可能性を探るべきです。
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深掘り ③ ― 大阪大学、カイラル正孔輸送材料でスピン分極60%達成
#17 | 2026/08/27 | EurekAlert! | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●○○○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

大阪大学の研究チームが、両面性IDT構造に基づくカイラルな正孔輸送材料（HTM）を開発し、ペロブスカイト太陽電
池の電荷輸送を向上させました。この研究は、分子のカイラリティと電子スピンの間に直接的な関連性があることを明
らかにし、スピン分極が最大60%に達することで電荷の再結合が抑制され、太陽電池の総合的な性能が向上する新たな
メカニズムを提示しています。

この技術は、従来の無機または非カイラル有機HTMでは実現できなかった、全く新しい電荷輸送メカニズムを提供しま
す。スピン分極の制御による電荷輸送の最適化は、現在の変換効率のさらなる向上に寄与するだけでなく、理論効率限
界に近い性能達成への道を開く可能性があります。

▶ 技術者の視点

大阪大学によるカイラルHTMの開発は、ペロブスカイト太陽電池の基礎科学における画期的なブレーク
スルーであり、日本の学術界の強みを示すものです。スピン分極の制御という全く新しいアプローチで
電荷輸送を最適化する試みは、将来的なデバイス性能向上に大きな【機会】をもたらす可能性がありま
す。提示されたスピン分極60%という数値は非常に興味深く、これがデバイス全体の効率にどの程度寄
与するか、また長期安定性にどう影響するかが今後の焦点です。ただし、実用化距離はまだ長く、材料
の量産性やコスト、長期信頼性の検証が今後の課題となります。R&D;部門は、この基礎研究の進展を注
視し、数年後の応用研究への展開を見据え、関連する材料科学やデバイス物理学の知見を深めるべきで
す。現時点での直接的な【脅威】は小さいですが、この技術が海外で先行して実用化されるリスクは常
に存在します。

その他の注目記事
ポーランドSaule Technologiesが商業用ペロブスカイト太陽電池パネルをビルに初設置、BIPV市場を牽引
●●●○○ ●●●●● ●●●●○

商業用BIPVパネルの初設置は、ペロブスカイト太陽電池の実用化フェーズへの移行を示す重要なマイルストーン。

フラウンホーファーISEとフライブルク大学、完全溶媒フリーのペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池製造プロセスを開発、効率27.1%と安定性実証
●●●●○ ●●○○○ ●●●○○

環境負荷の低い溶媒フリー製法で高効率と長期安定性を両立。量産化と持続可能性の両面で重要な進展。

三菱ガス化学、新潟市アイスアリーナでペロブスカイト太陽電池IoTデバイス実証に採択、低照度環境での実用化へ
●●●○○ ●●●○○ ●●○○○

日本企業による低照度・低温環境でのIoTデバイス実証は、バッテリーフリー化に向けた具体的な応用例として注目さ
れる。

中国LONGi、ペロブスカイト-シリコンタンデムで世界最高効率34.85%を達成、有機タンデムも28.04%で安定性実証
●●●●○ ●●●○○ ●●●●○

#27に続きLONGiが効率記録を更新。特に有機タンデムでの安定性実証は、フレキシブル用途への期待を高める。

Tandem PV、米国エネルギー省から770万ドル助成金獲得、ペロブスカイト・シリコンタンデム太陽電池の29.7%効率で商業生産を米国で加速
●●●○○ ●●●○○ ●●●●○

米国政府の強力な支援のもと、高効率タンデム太陽電池の商業生産が加速。米国内でのサプライチェーン構築が進む。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】LONGiの最新効率記録（35.5%）の技術詳細を調査し、自社技術との比較分析を行う。

• 【経営企画】ペロブスカイト太陽電池の商業化動向（Saule Technologies、Tandem
PVなど）を把握し、自社の市場参入戦略や提携可能性を検討する。

• 【調達】溶媒フリー製造プロセス（HZB、Fraunhofer
ISE）の進展を注視し、環境負荷低減とコスト削減に繋がる材料・装置サプライヤーの情報を収集する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】鉛フリーペロブスカイト材料やリサイクル技術（ZSW）に関する最新研究を追跡し、自社製品への適
用可能性を評価する。

• 【半導体PKG/EV設計】ペロブスカイト太陽電池の安定性・耐久性向上技術（界面工学、極限環境実証）を評価
し、自社製品への応用可能性を検討する。

• 【経営企画】日本企業（アイシン、三菱ガス化学、大阪大学）のペロブスカイト関連プロジェクトの進捗を定期
的に確認し、国内連携の機会を探る。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】大阪大学のような基礎研究（カイラルHTM、スピン分極）の動向を注視し、将来的なブレークスルー
技術の探索を継続する。

• 【経営企画】ペロブスカイト太陽電池の国際標準化動向（GCL
Perovskite）を把握し、自社の技術開発ロードマップに反映させる。

• 【調達/R&D;】ペロブスカイト太陽電池のライフサイクルアセスメント（LCA）を考慮した材料選定基準を策定
し、持続可能なサプライチェーン構築を目指す。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-30
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収録記事一覧

#01 中国LONGi、ペロブスカイト-シリコンタンデムで世界最高効率34.85%を達成、有機タンデムも
28.04%で安定性実証

#02 ポーランドSaule Technologiesが商業用ペロブスカイト太陽電池パネルをビルに初設置、BIPV

市場を牽引

#03 アイシン、NEDOグリーンイノベーション基金で500mm角ペロブスカイト太陽電池モジュール
の量産開発を加速

#04 米国DOE、ペロブスカイト太陽電池R&Dを支援：単独セル26%超、タンデムセル34%近くの効
率を強調

#05 ドイツHZB、溶媒フリー共蒸着法と超薄CsCl層でペロブスカイト-シリコンタンデム電池30.3%

効率を達成

#06 Caelux、インドでRayzon SolarおよびNavitas Solarと5GW提携、2028-29年にペロブスカイ
ト統合モジュール生産開始

#07 フラウンホーファーISEとフライブルク大学、完全溶媒フリーのペロブスカイト-シリコンタンデ
ム太陽電池製造プロセスを開発、効率27.1%と安定性実証

#08 機械学習で鉛フリーCs2AgBi0.75Sb0.25Br6ペロブスカイト太陽電池の電荷輸送層と製造条件を
最適化

#09 フラウンホーファーISE、ミリ秒レベルでサブセル電流を個別に測定する新手法を開発、タンデ
ム太陽電池の量産品質管理を革新

#10 NiOx/ペロブスカイト界面エンジニアリング、空気中で効率的に製造可能なワイドバンドギャッ

プペロブスカイト太陽電池の性能を向上

#11 南京大学が65 cm²オールペロブスカイトタンデム太陽電池モジュールで世界記録26.2%効率を
達成、大規模化の課題を解決

#12 リトアニア・カウナス工科大学、界面層の化学組成変更で反転型ペロブスカイト太陽電池の安定
性問題を解決

#13 パキスタンK2ベースキャンプでペロブスカイト太陽電池が初の極限オフグリッド環境実証へ、

Monochrome Inc.が実施

#14 ドイツHZB、カルボランベースの電子輸送材料でペロブスカイト太陽電池の効率を2.4%向上さ
せ安定性課題を解決

#15 Tandem PV、米国エネルギー省から770万ドル助成金獲得、ペロブスカイト・シリコンタンデム
太陽電池の29.7%効率で商業生産を米国で加速

#16 SPIE会議でFAGeI₃鉛フリーペロブスカイトと高効率ワイドバンドギャップ型における画期的進
展を発表



#17 大阪大学、カイラル正孔輸送材料でペロブスカイト太陽電池の電荷輸送を向上、スピン分極60%
を達成

#18 GCL Perovskite、宇宙用ペロブスカイトモジュールの団体標準化を主導、1億人民元超のシリー

ズD1資金調達を完了

#19 三菱ガス化学、新潟市アイスアリーナでペロブスカイト太陽電池IoTデバイス実証に採択、低照
度環境での実用化へ

#20 破損した積層型ペロブスカイト太陽電池からの鉛漏出が9ヶ月で0.07%に抑制、安全性向上を示
す

#21 ACS Energy Letters誌、ペロブスカイトLED劣化の電気イオン相互作用を解明、初期EQEmax
20.0%も動作不安定性を指摘

#22 Perovskite Connect 2026会議、ペロブスカイト太陽電池の信頼性評価、タンデム損失対策、
96%回収リサイクルに焦点

#23 ART-PV India、ペロブスカイト・シリコン・CdTe複合タンデムセルで29.8%の変換効率を達成

#24 Swift SolarがシリーズAで2,700万ドル調達、高効率軽量ペロブスカイト太陽電池の商業化加速

へ

#25 GCL Perovskiteが宇宙用単接合ペロブスカイトPVモジュール標準を主導、効率18.04%でIEC認
証も取得

#26 ドイツ研究者が溶剤フリー製法でペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池27.3%効率を達
成、6,800時間後も安定性維持

#27 LONGi、結晶シリコン-ペロブスカイトタンデム太陽電池で世界記録となる35.5%の電力変換効
率を達成

#28 ペロブスカイト業界の主要プレイヤーが集結する「Perovskite Connect 2026」、ベルリンで10
月開催



#01 中国LONGi、ペロブスカイト-シリコンタンデムで世
界最高効率34.85%を達成、有機タンデムも28.04%で安定
性実証

概要

中国の太陽電池大手LONGiが、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池で34.85%と

いうNREL認定の世界最高電力変換効率を達成しました。また、中国の研究チームはペ
ロブスカイト-有機タンデム太陽電池において28.04%の定常状態効率を記録し、625時
間の連続照射後も初期効率の90%を維持する優れた安定性を示しました。

公開日 2026年08月23日  Facebook  中国



詳細

主要成果

中国の研究機関と産業界がペロブスカイト太陽電池分野で画期的な成果を立て続けに発
表し、電力変換効率の世界記録を更新しました。特に、大手メーカーLONGiはペロブス
カイト-シリコンタンデム太陽電池においてNREL（米国国立再生可能エネルギー研究
所）から認証された34.85%の変換効率を達成し、これは現在の最高記録です。また、別
の研究チームはペロブスカイト-有機タンデム太陽電池で28.04%の定常状態効率を記録
し、さらに625時間の連続照射後も初期効率の90%を維持する優れた安定性を示してい
ます。これらの成果は、ペロブスカイト太陽電池が次世代の高性能かつ信頼性の高い再
生可能エネルギー技術として、その商業化に大きく貢献する可能性を示唆しています。

技術・臨床詳細

LONGiが達成した34.85%の効率は、ペロブスカイト層と従来のシリコン太陽電池を組み
合わせたタンデム構造によって実現されました。このタンデム構造は、太陽光スペクト
ルの異なる部分を効率的に吸収することで、単一接合の太陽電池の理論限界を大幅に超
える性能を引き出すことができます。一方、ペロブスカイト-有機タンデム太陽電池に
おける28.04%の効率と顕著な安定性は、特にBIPV（建材一体型太陽光発電）やウェアラ
ブルデバイス、ドローン、さらには宇宙システムといった、柔軟性や軽量性が求められ
る多様なアプリケーションへの展開を加速させると期待されています。安定性の向上
は、実用化における最大の課題の一つとされており、今回の長時間照射に対する高い効
率維持は、その克服に向けた重要な一歩となります。

背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、高い変換効率の可能性と低コスト製造の潜在力から、世界
の太陽光発電業界で大きな注目を集めています。特に中国は、この分野の研究開発にお
いて世界をリードしており、継続的に記録的な効率を達成しています。これらの技術的
進歩は、太陽光発電のさらなる普及とコスト削減に直結し、エネルギー転換を加速させ
る重要な要素となります。ペロブスカイト-シリコンタンデムは、既存のシリコン製造
インフラを活用できるため、早期の市場導入が期待されています。一方で、ペロブスカ
イト-有機タンデムは、その柔軟性と軽量性から新たな市場を開拓する可能性を秘めて
います。



今後の展望

今回の記録的な効率達成と安定性実証は、ペロブスカイト太陽電池の商業化に向けた大
きなマイルストーンとなります。特に、安定性に関する課題が克服されつつあること
は、長期的な信頼性を重視する市場において歓迎されるでしょう。今後、これらの技術
が量産化され、コスト効率がさらに改善されることで、太陽光発電の導入が加速し、地
球規模でのカーボンニュートラル達成に大きく貢献すると見られています。中国の研究
機関と企業の継続的なイノベーションは、世界の再生可能エネルギー市場に新たな競争
と進化をもたらすことでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/groups/1904658670337366/posts/2330760837727145/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/1904658670337366/posts/2330760837727145/


#02 ポーランドSaule Technologiesが商業用ペロブスカイ
ト太陽電池パネルをビルに初設置、BIPV市場を牽引

概要

ポーランドのスタートアップ企業Saule Technologiesが、Wrocławの建物に初の商用ペ
ロブスカイト太陽電池パネルを設置し、BIPV（建材一体型太陽光発電）市場の新たな
節目を迎えました。これらのパネルは軽量でフレキシブル、半透明であり、低コスト

で印刷可能であるため、BIPV用途に理想的な特性を備えています。

公開日 2026年08月28日  Facebook  ポーランド



詳細

主要成果

ポーランドの革新的なスタートアップ企業Saule Technologiesは、Wrocław市内の建物に
世界初の商用ペロブスカイト太陽電池パネルを設置し、建材一体型太陽光発電（BIPV）
市場における大きな一歩を踏み出しました。この設置は、ペロブスカイト技術が実験室
段階から実用段階へと移行したことを明確に示しており、再生可能エネルギーの導入形
態に新たな可能性を提示します。

技術・臨床詳細

Saule Technologiesが設置したペロブスカイト太陽電池パネルは、その独自の特性によ
りBIPV用途に最適化されています。主な特徴は以下の通りです。

軽量かつフレキシブル性: 既存の建材に容易に統合できるため、複雑な構造を持つ建
物や荷重制限のある場所にも設置可能です。

半透明性: 窓やファサードに適用することで、自然光を取り入れつつ発電できるた
め、デザイン性を損なわずにエネルギー効率を向上させます。

低コスト印刷プロセス: Roll-to-roll印刷などのスケーラブルな製造技術により、既存
のシリコンベース太陽電池と比較して大幅なコスト削減が期待されます。

これらの特性は、これまで太陽光発電の導入が難しかった都市部のビルや歴史的建造物
などへの適用を可能にし、都市景観との調和を実現します。同社は今後、新たな工場で
生産規模を拡大し、商業化を加速させる計画です。

背景・業界文脈

世界のエネルギー需要が高まり、気候変動への対策が喫緊の課題となる中、再生可能エ
ネルギー源の多様化と効率化が求められています。ペロブスカイト太陽電池は、シリコ
ン太陽電池に匹敵する高い変換効率と、多様な形状や透明度を実現できる柔軟性から、
次世代太陽電池として大きな期待が寄せられています。特にBIPV市場は、建物のエネル
ギー消費を削減し、都市全体のカーボンフットプリントを低減する上で重要な役割を担
っており、Saule Technologiesのような企業の参入は、この市場の成長を加速させる要
因となります。



今後の展望

Saule Technologiesによる商用設置は、ペロブスカイト太陽電池が実社会で活用され始
める初期段階を示しています。今後、技術のさらなる成熟と量産体制の確立が進めば、
ペロブスカイト太陽電池はBIPV市場だけでなく、スマートシティのインフラやモバイル
デバイス、さらには宇宙産業など、幅広い分野での応用が期待されます。このポーラン
ド発のイノベーションは、世界の再生可能エネルギー市場に新たな競争力と多様性をも
たらし、持続可能な社会の実現に向けた重要なドライバーとなるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/groups/849994733672039/posts/1462704312401075/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/849994733672039/posts/1462704312401075/


#03 アイシン、NEDOグリーンイノベーション基金で
500mm角ペロブスカイト太陽電池モジュールの量産開発
を加速

概要

アイシンは、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）のグリーンイノベーシ

ョン基金プロジェクトに採択され、500mm角の大型ペロブスカイト太陽電池モジュー
ルの量産開発に乗り出します。このプロジェクトでは、高速スプレーコーティング技
術の改良と、中部国際空港を含む複数の場所での大規模実証試験を通じて、製造プロ

セスの確立と製品の信頼性向上を目指します。

公開日 2026年08月21日  IBTimes JP  日本



詳細

主要成果

自動車部品大手アイシンは、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）が推進する「グリーンイノベーション基金プロジェクト」に採択され、次世
代太陽電池として期待される500mm角のペロブスカイト太陽電池モジュールの量産開
発を本格的に開始しました。この国家プロジェクトへの参画は、アイシンがペロブスカ
イト技術の商業化において重要な役割を担うことを示しており、特に大型モジュールの
製造技術確立と実証を通じて、日本の再生可能エネルギー産業の競争力強化に貢献しま
す。

技術・臨床詳細

アイシンの開発計画は、以下の主要な技術的アプローチと目標に焦点を当てています。

大型化と高効率化: 500mm角という大型モジュールの開発は、既存の太陽電池製造ラ
インへの組み込みやすさや、設置面積あたりの発電量向上に寄与します。

高速スプレーコーティング技術の改良: 量産化の鍵となる塗布プロセスにおいて、ペ
ロブスカイト層の均一性と品質を維持しつつ、生産速度を大幅に向上させることを目
指します。これは製造コストの削減に直結します。

複数拠点での実証試験: 中部国際空港をはじめとする複数の実証サイトでの長期評価
を通じて、実際の環境下での耐久性、信頼性、発電性能を検証します。これにより、
製品の市場投入に向けた確固たるデータが蓄積されます。

このプロジェクトは、ペロブスカイト太陽電池の最大の課題の一つである安定性と耐久
性を、量産技術と実環境下での検証を通じて克服しようとするものです。大型モジュー
ルの開発は、建物の屋根や壁面、農業用施設、さらには自動車や船舶といったモビリテ
ィ分野への応用も視野に入れています。



背景・業界文脈

日本政府は2050年カーボンニュートラル目標の達成に向け、再生可能エネルギーの導入
拡大を強力に推進しています。その中で、ペロブスカイト太陽電池は、従来のシリコン
太陽電池では難しかった「軽量・フレキシブル・低照度発電」といった特性から、幅広
い用途での普及が期待されています。NEDOのグリーンイノベーション基金は、日本の
産業界がこの技術革新の波に乗り遅れないよう、企業の挑戦を後押しする重要な役割を
担っています。アイシンの参画は、自動車部品製造で培った精密な生産技術と品質管理
のノウハウが、ペロブスカイト太陽電池の量産化に活かされる可能性を示しています。

今後の展望

アイシンがNEDOの支援を得て進める500mm角ペロブスカイト太陽電池モジュールの量
産開発は、日本の再生可能エネルギー産業にとって画期的な取り組みです。特に、中部
国際空港での実証試験は、過酷な条件下での長期信頼性を評価する上で極めて重要で
す。このプロジェクトが成功すれば、高性能で低コストなペロブスカイト太陽電池が日
本の社会インフラに広く導入され、エネルギー自給率の向上と温室効果ガス排出量削減
に大きく貢献すると期待されます。2030年代には、日本のエネルギーミックスにおける
ペロブスカイト太陽電池の存在感が大幅に高まる可能性があります。

元記事: https://jp.ibtimes.com/aisin-wins-nedo-backing-500mm-perovskite-solar-modules-103921

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jp.ibtimes.com/aisin-wins-nedo-backing-500mm-perovskite-solar-modules-103921


#04 米国DOE、ペロブスカイト太陽電池R&Dを支援：単
独セル26%超、タンデムセル34%近くの効率を強調

04_米国DOE、ペロブスカイト太陽電池R&Dを支援：単独セル26%超、タンデムセル34%近く
の効率を強調

概要

米国エネルギー省（DOE）は、ペロブスカイト太陽電池の研究開発を積極的に支援し

ており、その目標は効率と寿命の向上、および製造コストの削減です。NRELのデータ
によると、ペロブスカイト単独セルで26%以上、ペロブスカイト-シリコンタンデムセ
ルでは34%近くの電力変換効率が既に達成されており、その高い性能と低生産コスト

の可能性が強調されています。

公開日 2026年08月25日  U.S. Department of Energy (DOE)  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、次世代太陽電池技術であるペロブスカイト太陽電池の可
能性を最大限に引き出すため、その研究開発を強力に推進しています。DOEの支援のも
と、研究者たちは電力変換効率のさらなる向上、デバイス寿命の延長、および製造コス
トの大幅な削減を目指しています。NREL（米国国立再生可能エネルギー研究所）の認
証データが示すように、ペロブスカイト単独セルでは26%を超える効率を、またペロブ
スカイト-シリコンタンデムセルでは34%近くの効率を既に達成しており、これらの数
値はペロブスカイト技術の革新的なポテンシャルを裏付けています。

技術・臨床詳細

ペロブスカイト太陽電池は、その独特な結晶構造により、太陽光を電気に変換する効率
が非常に高いという特性を持っています。DOEが特に注目しているのは、以下の点で
す。

高効率性: NRELの最新データでは、単一接合のペロブスカイトセルが26%以上の効率
を、さらにシリコン太陽電池と組み合わせたタンデム構造では34%近い効率を記録し
ており、これは従来のシリコン太陽電池の理論限界を超える性能です。

低コスト製造の可能性: ペロブスカイト材料は、溶液プロセスや蒸着プロセスなど、
比較的安価でスケーラブルな製造方法に適しています。これにより、大量生産時のコ
スト削減が期待され、太陽光発電のさらなる普及に貢献します。

多様な用途への適応性: ペロブスカイトは柔軟性があり、半透明化も可能であるた
め、建材一体型太陽光発電（BIPV）やウェアラブルデバイス、IoTセンサーなど、幅
広いアプリケーションへの応用が期待されています。

安定性・寿命の課題克服: 研究開発の焦点は、ペロブスカイト材料の環境安定性を向
上させ、長期的なデバイス寿命を確保することにも置かれています。DOEは、材料科
学、デバイス物理学、および製造プロセスの改善を通じて、この課題の解決を目指し
ています。

これらの特性は、ペロブスカイト太陽電池が既存の太陽光発電市場を革新し、エネルギ
ーミックスにおいてより大きな役割を果たす可能性を示唆しています。



背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの世界的な移行が加速する中、太陽光発電は最も重要なクリーン
エネルギー源の一つです。DOEは、米国のエネルギー独立と気候変動対策の目標達成の
ため、革新的な太陽電池技術の研究開発に多額の投資を行っています。ペロブスカイト
太陽電池は、その高い効率性と製造コストの低減可能性から、この戦略の中核をなす技
術と位置付けられています。同省は、国立研究所、大学、産業界との連携を強化し、基
礎研究から商業化までの一連の開発プロセスを加速させています。

今後の展望

DOEの継続的な支援と研究開発の進展により、ペロブスカイト太陽電池は、今後数年で
商業規模での展開が加速すると予測されています。効率と安定性のさらなる改善、そし
て製造規模の拡大は、太陽光発電のコストをさらに押し下げ、より多くの地域での導入
を促進するでしょう。この技術は、エネルギーの未来を形作る上で不可欠な要素とな
り、クリーンで持続可能な社会の実現に大きく貢献すると期待されています。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/systems/perovskite-solar-cells

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/systems/perovskite-solar-cells


#05 ドイツHZB、溶媒フリー共蒸着法と超薄CsCl層でペロ
ブスカイト-シリコンタンデム電池30.3%効率を達成

概要

ドイツのヘルムホルツ・センター・ベルリン（HZB）が、溶媒を含まない共蒸着法と
超薄型塩化セシウム（CsCl）シード層を用いて、ペロブスカイト-シリコンタンデム太
陽電池で30.3%（認証値29.7%）の電力変換効率を達成しました。この成果は、既存の

世界記録35.5%には及ばないものの、蒸着ベースの製造方法としては優れた数値であ
り、均一なペロブスカイト成長と界面の不純物抑制に寄与するものです。

公開日 2026年08月27日  XenoSpectrum  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのヘルムホルツ・センター・ベルリン（HZB）の研究チームは、ペロブスカイ
ト-シリコンタンデム太陽電池の分野で新たなブレークスルーを達成しました。彼ら
は、溶媒を一切使用しない革新的な共蒸着法と、わずか数ナノメートルの超薄型塩化セ
シウム（CsCl）シード層を導入することで、30.3%の電力変換効率（認証値29.7%）を実
現しました。この成果は、中国LONGiが保持する世界記録35.5%には及ばないものの、
溶液プロセスではなく蒸着ベースの製造方法としては非常に高い数値であり、ペロブス
カイト層の品質と製造プロセスの持続可能性において重要な進歩を示しています。

技術・臨床詳細

今回の成果の鍵は、溶媒を使用しない「共蒸着法」と「CsClシード層」の導入にありま
す。従来の溶液プロセスでは、ペロブスカイト層の形成に有機溶媒が使用され、製造の
複雑性や環境負荷、そして層の均一性といった課題がありました。共蒸着法は、これら
の課題を克服し、工業的な大規模生産に適した方法とされています。さらに、研究チー
ムはペロブスカイト層の成長を制御するために超薄型のCsClシード層を使用しました。
このCsCl層は、以下の二つの重要な機能を発揮します。

均一なペロブスカイト成長の促進: CsCl層が基板上に形成されることで、その後のペ
ロブスカイト結晶の核生成が均一に起こり、高品質で欠陥の少ないペロブスカイト層
の形成が促進されます。

界面での不要なヨウ化鉛生成の抑制: ペロブスカイト層と他の層との界面で発生しう
る不要な副生成物（例えばヨウ化鉛）の形成を効果的に抑制することで、デバイスの
性能劣化を防ぎ、安定性を向上させます。

これらの技術的アプローチにより、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の効率
が大幅に向上し、実用化に向けた大きな一歩となりました。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、従来のシリコン太陽電池の理論限界を超える効率を達成で
きる可能性から、次世代の再生可能エネルギー技術として世界中で注目されています。
特に、既存のシリコン太陽電池と組み合わせるタンデム構造は、太陽光スペクトルのよ
り広い範囲を効率的に利用できるため、30%を超える高効率が期待されています。HZB
の成果は、蒸着法というスケーラブルな製造プロセスで高効率を達成した点に大きな意
義があり、これにより、量産化とコスト削減の道筋が具体的に見えてきました。溶媒フ
リープロセスは、環境に優しく、製造現場での安全性も高まるため、産業界からの関心
も非常に高いです。

今後の展望

今回の30.3%効率達成は、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の商業化に向けた
強力な推進力となるでしょう。特に、溶媒フリーの製造プロセスは、環境規制の強化や
持続可能な生産への要求が高まる中で、非常に魅力的な選択肢となります。今後、HZB

の技術がさらに発展し、生産規模が拡大されれば、高効率で環境負荷の低い次世代太陽
電池が、世界のエネルギー市場において重要な役割を果たすことが期待されます。これ
は、地球温暖化対策とクリーンエネルギーへの移行を加速させる上で、不可欠な技術革
新と言えます。

元記事: https://xenospectrum.com/en/hzb-perovskite-tandem-vapor-deposition/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://xenospectrum.com/en/hzb-perovskite-tandem-vapor-deposition/


#06 Caelux、インドでRayzon SolarおよびNavitas Solar
と5GW提携、2028-29年にペロブスカイト統合モジュール
生産開始

概要

次世代PV技術企業Caeluxは、インドの太陽電池メーカーRayzon SolarおよびNavitas

Solarと、それぞれ5GWの商業化契約を締結しました。これにより、Caelux独自のペロ
ブスカイト太陽電池技術をソーラーモジュールガラスに統合し、既存のサプライチェ
ーンに適合させることが目指されます。両社は2028-29年までにn型TOPConモジュー

ルとペロブスカイトガラスの統合生産を開始する予定です。

公開日 2026年08月25日  PV-Tech  アメリカ



詳細

主要成果

次世代太陽光発電（PV）技術を開発するCaeluxは、インド市場におけるペロブスカイト
太陽電池技術の商業化を加速するため、現地の主要メーカーであるRayzon Solarおよび
Navitas Solarと戦略的な提携を発表しました。それぞれ5GWに及ぶ商業化契約は、
Caeluxが開発したペロブスカイト技術をソーラーモジュールガラスに組み込むことで、
既存の太陽電池サプライチェーンとシームレスに連携させることを目的としています。
この提携により、インドはペロブスカイト太陽電池の主要な製造拠点の一つとなる可能
性を秘めています。

技術・臨床詳細

Caeluxが提供する技術は、ペロブスカイト層を太陽電池モジュール用のガラス基板に直
接統合するものです。このアプローチは、以下の点で大きな利点をもたらします。

既存サプライチェーンとの互換性: Caeluxのペロブスカイトガラスは、従来のシリコ
ン太陽電池の製造ラインに大きな変更を加えることなく組み込むことができます。こ
れにより、初期投資を抑えつつ、高性能なタンデムモジュールを生産することが可能
になります。

高効率化: シリコンベースのn型TOPConモジュールとペロブスカイトガラスを統合す
ることで、太陽光スペクトルのより広い範囲を捕捉し、単一接合のシリコンモジュー
ルよりも大幅に高い電力変換効率を実現します。

スケーラビリティ: インドのパートナー企業との契約は、合計10GWという大規模な
生産能力を視野に入れたものであり、ペロブスカイト技術の量産化に向けたCaeluxの
強いコミットメントを示しています。2028年から2029年までの統合生産開始が目標
とされています。

この技術は、特に高効率が求められる住宅用や商業用、さらには大規模太陽光発電所
（ユーティリティスケール）において、発電コストを削減し、収益性を向上させる可能
性があります。



背景・業界文脈

世界のエネルギー需要が高まる中で、インドは再生可能エネルギー、特に太陽光発電の
導入を強力に推進しています。インド政府は「Make in India」政策の下、国内での太陽
電池製造能力の強化を目指しており、Caeluxとインド企業との提携は、この国家戦略と
合致するものです。ペロブスカイト太陽電池は、シリコン太陽電池の理論限界を超える
効率を達成できる次世代技術として期待されており、Caeluxのような企業は、この技術
をグローバル市場に展開するための重要な橋渡し役を担っています。これにより、イン
ドは単なる太陽光発電市場としてだけでなく、先進的なPV技術の製造拠点としてもその
存在感を高めるでしょう。

今後の展望

Caeluxとインドの主要メーカーとの提携は、ペロブスカイト太陽電池の商業化における
転換点となる可能性があります。2028-29年の統合生産開始という具体的なタイムライ
ンは、技術の成熟度と市場投入への自信を反映しています。この大規模な展開が成功す
れば、ペロブスカイト太陽電池は世界の太陽光発電市場において、シリコンベースの技
術と並ぶ、あるいはそれを補完する形で、主要な選択肢となるでしょう。特に、低コス
トで高効率なエネルギー供給が求められる新興国市場において、ペロブスカイト技術は
大きなインパクトをもたらし、世界のエネルギー転換を加速させる重要な役割を果たす
ことが期待されます。

元記事: https://www.pv-tech.org/caelux-perovskite-us-solar-manufacturing-interview/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pv-tech.org/caelux-perovskite-us-solar-manufacturing-interview/


#07 フラウンホーファーISEとフライブルク大学、完全溶
媒フリーのペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池製
造プロセスを開発、効率27.1%と安定性実証

概要

フライブルク大学とフラウンホーファーISEの研究者が、完全に溶媒を使用しないペロ

ブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の新しい製造プロセスを開発しました。この研
究成果はJoule誌に掲載され、27.1%の電力変換効率を達成し、6800時間の暗所窒素保
管後も初期効率の97.06%を維持する高い安定性を示しています。

公開日 2026年08月27日  Fraunhofer ISE  ドイツ



詳細

主要成果

フライブルク大学とフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（Fraunhofer

ISE）の研究チームは、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の製造において、環
境負荷を大幅に低減する画期的な「完全溶媒フリー」プロセスを開発しました。この革
新的な手法は、Joule誌に発表され、27.1%という高い電力変換効率を達成するととも
に、6800時間の暗所窒素保管後も初期効率の97.06%を維持するという卓越した安定性
を示しています。これは、ペロブスカイト太陽電池の持続可能な量産化に向けた重要な
マイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

この研究の核心は、ペロブスカイト層の形成に物理蒸着（PVD）などの工業的にスケー
ラブルな溶媒フリー製法を導入したことにあります。従来のペロブスカイト太陽電池の
製造では、有害な有機溶媒が使用されることが多く、環境問題や製造プロセスの複雑
さ、コスト増加といった課題がありました。完全溶媒フリープロセスは、これらの課題
を根本的に解決します。

製造プロセスの持続可能性向上: 有機溶媒の使用を排除することで、環境への影響を
最小限に抑え、よりクリーンな製造環境を実現します。

スケーラビリティの確保: PVDのような蒸着技術は、半導体産業などで広く採用され
ている実績があり、大規模な生産ラインへの導入が容易です。これにより、ペロブス
カイト太陽電池の量産化が加速され、コスト削減につながります。

高効率と高安定性の両立: 開発されたタンデム太陽電池は、27.1%の変換効率に加
え、長期的な安定性も実証されました。6800時間後の効率維持率は97.06%と非常に
高く、これはペロブスカイト太陽電池の実用化における主要な懸念事項の一つを解消
するものです。

この技術は、特に建材一体型太陽光発電（BIPV）や、高い耐久性が求められる屋外用途
など、幅広い分野でのペロブスカイト太陽電池の普及に貢献すると期待されます。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、従来のシリコン太陽電池の理論限界を超える30%以上の効
率を達成する可能性を秘めており、次世代太陽電池として世界中で大きな注目を集めて
います。しかし、環境安定性、鉛含有、そして製造プロセスにおける溶媒の使用といっ
た課題が商業化への障壁となっていました。今回のフラウンホーファーISEとフライブ
ルク大学の成果は、特に製造プロセスにおける「持続可能性」という観点から、業界に
大きな影響を与えるものです。溶媒フリー製造は、環境規制が厳しくなる中で、産業界
にとって非常に魅力的な選択肢となります。

今後の展望

完全溶媒フリーの製造プロセスの開発は、ペロブスカイト太陽電池の将来にとって極め
て重要な進歩です。この技術がさらに成熟し、大規模な商業生産に適用されれば、より
クリーンで安価、そして持続可能な方法で高効率の太陽電池を生産することが可能にな
ります。これにより、太陽光発電の導入が加速し、地球規模でのカーボンニュートラル
達成に大きく貢献することが期待されます。この革新は、次世代のクリーンエネルギー
技術のランドスケープを再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://www.ise.fraunhofer.de/en/press-media/news/2026/a-new-milestone-for-photovoltaics-

solvent-free-tandem-solar-cells.html

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ise.fraunhofer.de/en/press-media/news/2026/a-new-milestone-for-photovoltaics-solvent-free-tandem-solar-cells.html
https://www.ise.fraunhofer.de/en/press-media/news/2026/a-new-milestone-for-photovoltaics-solvent-free-tandem-solar-cells.html


#08 機械学習で鉛フリーCs2AgBi0.75Sb0.25Br6ペロブス
カイト太陽電池の電荷輸送層と製造条件を最適化

概要

本研究は、機械学習駆動型フレームワークを用いて、環境に優しい鉛フリーの
Cs2AgBi0.75Sb0.25Br6ペロブスカイト太陽電池（PSC）における電荷輸送層の選択と製
造パラメーターの最適化を実施しました。大規模なSCAPS-1Dシミュレーションと計算

効率の高い機械学習モデルを統合することで、高性能な鉛フリーPSCの開発を加速す
るための堅牢なデータ駆動型パラダイムを確立しました。

公開日 2026年08月24日  The Royal Society of Chemistry  不明



詳細

主要成果

高性能な鉛フリーペロブスカイト太陽電池（PSC）の開発は、持続可能なエネルギー技
術の実現に向けた重要な目標です。本研究では、機械学習（ML）駆動型フレームワー
クを導入することで、環境に優しいCs2AgBi0.75Sb0.25Br6ペロブスカイト太陽電池の電
荷輸送層の選択および製造パラメーターの最適化に成功しました。これにより、従来の
手法よりも迅速かつ効率的に、高い変換効率を持つ鉛フリーPSCの開発経路を特定でき
る、堅牢なデータ駆動型パラダイムが確立されました。

技術・臨床詳細

研究チームは、まずSCAPS-1Dという太陽電池シミュレーションソフトウェアを用い
て、Cs2AgBi0.75Sb0.25Br6ベースのPSCの構造と材料特性に関する大規模なシミュレー
ションデータセットを生成しました。このデータセットには、異なる電荷輸送材料の組
み合わせ、膜厚、ドーピング濃度など、多岐にわたる製造パラメーターが含まれていま
す。次に、計算効率の高い機械学習モデルをこのデータに適用し、最適な電荷輸送層の
組み合わせと製造条件を予測しました。

SCAPS-1Dシミュレーション: 太陽電池の物理特性を詳細にモデル化し、膨大な数の
設計バリエーションに対する性能を予測するために使用されました。これにより、実
際の実験を行う前に有望な候補を絞り込むことが可能になります。

機械学習モデル: シミュレーションデータを分析し、電荷輸送層の材料特性と製造パ
ラメーターがPSCの効率にどのように影響するかを学習しました。これにより、人間
の直感や試行錯誤に頼ることなく、最適な設計空間を効率的に探索できるようになり
ました。

鉛フリー材料: 従来のPSCで問題視されていた鉛の毒性リスクを排除するため、
Cs2AgBi0.75Sb0.25Br6という比較的毒性の低い材料が選択されました。これは、環境
配慮型デバイスの開発における重要なステップです。

このアプローチは、新材料の発見からデバイス設計、最適化に至るまでのプロセスを加
速し、高性能な鉛フリーPSCの商業化を早める可能性を秘めています。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、高い電力変換効率と低コスト製造の可能性から、次世代太
陽電池として大きな期待が寄せられています。しかし、多くの高性能PSCが鉛を含有し
ており、その毒性が環境および健康への懸念を引き起こしています。そのため、鉛を含
まない（鉛フリー）ペロブスカイト材料の開発と、それを用いた高性能デバイスの実現
は、業界全体の喫緊の課題となっています。機械学習は、材料科学分野において複雑な
設計空間を探索し、新たな材料やプロセスの最適化を加速するための強力なツールとし
て注目されており、今回の研究はその具体的な応用例を示しています。

今後の展望

本研究によって確立された機械学習駆動型フレームワークは、鉛フリーPSCの開発を大
幅に加速させる可能性を秘めています。この手法を用いることで、研究者やエンジニア
は、より効率的に有望な材料の組み合わせや製造プロセスを見つけ出し、最終的に高性
能で環境に優しいペロブスカイト太陽電池を市場に投入できるようになります。これ
は、持続可能なエネルギーソリューションの普及を促進し、環境負荷の低い次世代太陽
電池技術の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。将来的には、このフレームワーク
が他の新材料やデバイス開発にも応用されることが期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/ra/article/doi/10.1039/d6ra07290a/1293949/Intelligent-engineering-of-

Cs2AgBi0-75Sb0-25Br6

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ra/article/doi/10.1039/d6ra07290a/1293949/Intelligent-engineering-of-Cs2AgBi0-75Sb0-25Br6
https://pubs.rsc.org/ra/article/doi/10.1039/d6ra07290a/1293949/Intelligent-engineering-of-Cs2AgBi0-75Sb0-25Br6


#09 フラウンホーファーISE、ミリ秒レベルでサブセル電
流を個別に測定する新手法を開発、タンデム太陽電池の量
産品質管理を革新

概要

ドイツのフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（Fraunhofer ISE）の研究

者が、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の各サブセルの電流をミリ秒単位で
個別に測定する画期的な純電気的手法を開発しました。この方法は、標準的な電流-電
圧（j-V）テストに統合可能であり、追加のハードウェアを必要とせず、量産ラインに

おけるインラインサブセル電流モニタリングを可能にすることで、製造プロセスの品
質管理と効率を大幅に向上させます。

公開日 2026年08月26日  PV Magazine  ドイツ



詳細

主要成果

ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の高性能化が進む中、その量産化における
品質管理は重要な課題です。ドイツのフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究
所（Fraunhofer ISE）の研究チームは、この課題を解決するため、タンデム太陽電池を
構成する各サブセルの電流をミリ秒単位で個別に測定できる純粋な電気的手法を開発し
ました。この革新的な測定法は、標準的な電流-電圧（j-V）テストに直接統合可能であ
り、外部の追加ハードウェアを必要としないため、製造ラインにおけるリアルタイムの
インラインサブセル電流モニタリングを可能にし、製品の均一性と信頼性を大幅に向上
させます。

技術・臨床詳細

タンデム太陽電池は、複数の異なるバンドギャップを持つ太陽電池を積層することで、
太陽光スペクトルの広い範囲を効率的に利用し、単一接合の太陽電池よりも高い変換効
率を実現します。しかし、タンデム構造においては、各サブセルで発生する電流が互い
に整合していることが重要であり、電流ミスマッチは全体の性能低下につながります。
従来の測定方法では、各サブセルの電流を個別に正確かつ高速に評価することが困難で
した。

Fraunhofer ISEが開発した新手法の主な特徴は以下の通りです。

純電気的測定: 光学フィルターや分光器などの追加機器を必要とせず、電気的な信号
のみで各サブセルの電流を分離・測定します。

ミリ秒単位での高速応答: 非常に短い時間スケールでの電流変動を捉えることがで
き、製造プロセス中の微細な変化をリアルタイムで検知することを可能にします。

既存のj-Vテストへの統合: 標準的な電流-電圧（j-V）測定システムに容易に組み込む
ことができるため、製造ラインへの導入が比較的容易です。

インラインモニタリング: 生産ライン上で個々のモジュールのサブセル電流をリアル
タイムで監視できるため、製造欠陥の早期発見やプロセス最適化に貢献します。

この技術により、タンデム太陽電池の製造における歩留まり向上と品質管理の厳格化が
期待され、高性能な製品の安定供給に寄与します。



背景・業界文脈

ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池は、30%を超える高い変換効率の可能性か
ら、次世代太陽光発電技術の本命として注目されています。しかし、実験室レベルの成
果を量産ラインで再現し、品質を維持するためには、高度な製造プロセス制御と正確な
診断ツールが不可欠です。Fraunhofer ISEが開発したこのサブセル電流測定技術は、タ
ンデム太陽電池の商業化における重要なボトルネックを解消するものであり、特に製造
品質の安定化と信頼性の確保において、業界に大きな影響を与えるでしょう。

今後の展望

この新しいサブセル電流測定技術は、ペロブスカイト-シリコンタンデム太陽電池の量
産化を加速させる上で不可欠なツールとなるでしょう。製造コストの削減と製品の信頼
性向上は、太陽光発電のさらなる普及に直結します。将来的には、この技術がタンデム
太陽電池の設計最適化にも活用され、さらに高効率で安定した製品の開発を促進するこ
とが期待されます。これは、クリーンエネルギーの利用拡大と、持続可能な社会の実現
に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://www.pv-magazine.com/2026/08/26/new-subcell-current-metrology-for-perovskite-

silicon-tandem-solar-cells/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pv-magazine.com/2026/08/26/new-subcell-current-metrology-for-perovskite-silicon-tandem-solar-cells/
https://www.pv-magazine.com/2026/08/26/new-subcell-current-metrology-for-perovskite-silicon-tandem-solar-cells/


#10 NiOx/ペロブスカイト界面エンジニアリング、空気中
で効率的に製造可能なワイドバンドギャップペロブスカイ
ト太陽電池の性能を向上

概要

ACS Applied Energy Materials誌の最新号で、NiOx/ペロブスカイト界面工学が、空気中

でプロセス可能な高効率ワイドバンドギャップペロブスカイト太陽電池の開発におい
て二機能的に利用された研究が発表されました。この研究は、ペロブスカイト太陽電
池の性能を向上させる上で、材料組成と界面制御が極めて重要であることを示してい

ます。

公開日 2026年08月25日  ACS Applied Energy Materials  不明



詳細

主要成果

ペロブスカイト太陽電池（PSC）の性能向上には、材料の組成だけでなく、異なる層間
の界面特性の精密な制御が不可欠です。ACS Applied Energy Materials誌に掲載された最
新の研究では、NiOx（酸化ニッケル）とペロブスカイトの界面を工学的に設計する手法
が、空気中で効率的に製造可能なワイドバンドギャップPSCの性能向上に二機能的に貢
献することが示されました。このブレークスルーは、実用的な製造条件下でのPSCの効
率と安定性を同時に高めるための新たな道筋を提示するものです。

技術・臨床詳細

本研究におけるNiOx/ペロブスカイト界面工学の「二機能性」とは、以下の二つの側面
を指します。

電荷輸送の最適化: NiOx層はホール輸送層として機能し、ペロブスカイト層で生成さ
れたホールを効率的に収集・輸送します。界面が適切に設計されることで、電荷の再
結合損失が最小限に抑えられ、デバイスの光電流密度と開放電圧が向上します。

界面パッシベーションと安定性の向上: NiOx層はペロブスカイト層表面の欠陥を効果
的にパッシベート（不活性化）する役割も果たします。これにより、非放射再結合が
抑制され、ペロブスカイト材料の環境安定性、特に空気中での劣化に対する耐性が向
上します。

この界面工学は、特に「ワイドバンドギャップ」のペロブスカイト材料を用いたPSCに
おいて重要です。ワイドバンドギャップ材料は、可視光の青色領域を効率的に吸収し、
タンデム太陽電池の上層セルや、透明太陽電池、高照度下での利用に適していますが、
その安定性やキャリア輸送特性の最適化が課題でした。本研究では、空気中でPSCを製
造する「大気プロセス」を可能にする点も特筆すべきです。これは、製造コストを削減
し、生産のスケーラビリティを高める上で大きな利点となります。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、シリコン太陽電池の理論効率を超える可能性を秘めた次世
代技術として期待されています。しかし、特に長期的な安定性と、クリーンルーム環境
を必要としない安価な製造プロセスの開発が商業化への大きな課題でした。界面工学
は、材料の限界性能を引き出し、安定性を向上させるための重要な研究分野です。NiOx
は、その安定性とホール輸送能力から、PSCの高性能化に広く用いられている材料の一
つであり、今回の研究は、そのポテンシャルをさらに引き出すものです。

今後の展望

NiOx/ペロブスカイト界面工学の研究進展は、空気中での製造が可能で、高効率かつ高
安定なワイドバンドギャップPSCの実現に大きく貢献するでしょう。これは、タンデム
太陽電池、透明太陽電池、フレキシブル太陽電池など、幅広い次世代PVアプリケーショ
ンの商業化を加速させます。特に、大気プロセスが実用化されれば、製造コストが大幅
に削減され、ペロブスカイト太陽電池の市場競争力が飛躍的に向上し、世界のクリーン
エネルギーへの移行を強力に後押しすることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/aaemcq/issue/9/16

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aaemcq/issue/9/16


#11 南京大学が65 cm²オールペロブスカイトタンデム太
陽電池モジュールで世界記録26.2%効率を達成、大規模化
の課題を解決

概要

南京大学のHairen Tan教授らの研究チームが、ナノ結晶調整型再結合という新しい戦略

を開発し、オールペロブスカイトタンデム太陽電池モジュールの大規模化における課
題を解決しました。その結果、65 cm²という大面積モジュールでJET認証26.2%の電力
変換効率を達成し、オールペロブスカイトタンデムモジュールにおける世界記録を更

新しました。

公開日 2026年08月25日  National Natural Science Foundation of China (NSFC)  中国



詳細

主要成果

南京大学のHairen Tan教授率いる研究チームは、オールペロブスカイトタンデム太陽電
池モジュールの大規模化と高効率化という二つの大きな課題を同時に解決する画期的な
成果を発表しました。彼らは「ナノ結晶調整型再結合」という新しい戦略を導入するこ
とで、これまで困難とされてきた大面積デバイスでの効率低下を抑制し、65 cm²という
実用的なサイズのモジュールにおいてJET（日本電気安全環境研究所）認証で26.2%とい
う電力変換効率を達成しました。この記録は、オールペロブスカイトタンデムモジュー
ルとしては世界最高効率であり、次世代太陽電池の商業化に向けた重要なマイルストー
ンとなります。

技術・臨床詳細

オールペロブスカイトタンデム太陽電池は、上層と下層の両方にペロブスカイト材料を
使用する構造であり、単一のペロブスカイトセルよりも広い太陽光スペクトルを効率的
に利用できるため、30%以上の効率が期待されています。しかし、その製造プロセス、
特に大面積化においては、ペロブスカイト層の均一性、界面欠陥、そして電荷輸送の最
適化が複雑な課題として立ちはだかっていました。

Hairen Tan教授のチームが開発した「ナノ結晶調整型再結合」戦略の主な技術的特徴は
以下の通りです。

ナノ結晶制御: ペロブスカイト層内の結晶構造をナノスケールで精密に制御すること
で、電荷キャリアの寿命と移動度を向上させます。これにより、大面積モジュールで
も効率的な電荷収集が可能になります。

再結合損失の抑制: 界面やバルクにおける電荷キャリアの非放射再結合を効果的に抑
制します。これは、変換効率の低下を招く主要な原因の一つであり、その克服が成功
の鍵となりました。

大面積での均一性: 新しい戦略は、大型基板上でも高品質で均一なペロブスカイト層
を形成することを可能にし、モジュール全体の性能を安定させます。

この技術により、65 cm²というモジュールサイズで26.2%の効率を達成したことは、実
験室レベルの小さなセルから実用的な大面積モジュールへのスケールアップにおいて、
ペロブスカイト技術が直面する課題を克服しつつあることを示しています。



背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの需要が高まる中、太陽光発電の効率向上は喫緊の課題です。ペ
ロブスカイト太陽電池は、その高い効率と低コスト製造の可能性から、既存のシリコン
太陽電池に代わる、あるいはそれを補完する次世代技術として期待されています。オー
ルペロブスカイトタンデム太陽電池は、シリコンを使用しないため、さらに製造コスト
を削減し、特定の用途（フレキシブル、軽量など）での優位性を発揮できます。南京大
学のこの成果は、中国がペロブスカイト太陽電池の研究開発において世界の最先端を走
っていることを改めて示すものです。

今後の展望

Hairen Tan教授チームによる65 cm²オールペロブスカイトタンデムモジュールでの世界
記録達成は、この技術の商業化を大きく前進させるものです。大面積での高効率化は、
製品の競争力を高め、建材一体型太陽光発電（BIPV）やポータブルデバイス、そして大
規模太陽光発電所など、幅広いアプリケーションへの導入を加速させるでしょう。今
後、このナノ結晶調整型再結合戦略がさらに改良され、製造コストが低減されること
で、オールペロブスカイトタンデム太陽電池は、世界のエネルギー転換において中心的
な役割を果たす可能性が高まります。

元記事: https://www.nsfc.gov.cn/english/site_1/news/A2/2026/08-25/573.html

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nsfc.gov.cn/english/site_1/news/A2/2026/08-25/573.html


#12 リトアニア・カウナス工科大学、界面層の化学組成変
更で反転型ペロブスカイト太陽電池の安定性問題を解決

概要

リトアニアのカウナス工科大学の研究者が、反転型ペロブスカイト太陽電池の性能低
下の主な原因を抑制する方法を発見しました。彼らはデバイスの界面層の化学組成を
変化させることで、層間の腐食性を低減し、その結果、より効率的で安定したセルを

実現しました。

公開日 2026年08月21日  The Cool Down  リトアニア



詳細

主要成果

リトアニアのカウナス工科大学の研究チームは、次世代太陽電池として注目される反転
型ペロブスカイト太陽電池（IPSC）の長期安定性における主要な課題を克服する画期的
な方法を発見しました。彼らは、IPSCの効率低下に寄与する界面層の化学組成を精密に
変更することで、隣接する層間の腐食性を効果的に低減することに成功しました。この
改善により、デバイスの安定性が大幅に向上し、高い電力変換効率を維持しながら、よ
り長い期間にわたって信頼性の高い性能を発揮できるようになります。

技術・臨床詳細

反転型ペロブスカイト太陽電池は、従来の通常の構造に比べて製造が容易で、高い性能
を示しますが、特に水分や酸素といった環境要因に対する脆弱性が課題となっていまし
た。研究チームは、IPSCの重要な構成要素である電荷輸送層とペロブスカイト層の間の
界面に着目しました。この界面で発生する化学反応や材料の劣化が、デバイスの性能低
下の主な原因であると考えられていました。

彼らは、この界面層の特定の化学組成をターゲットに設定し、新しい材料または修飾方
法を導入しました。具体的なアプローチは以下の通りです。

界面材料の精密な設計: 電荷輸送を最適化しつつ、層間の化学的相互作用を抑制する
新しい組成の界面材料を開発しました。

腐食性経路の遮断: 界面でのイオン移動や副反応を効果的に阻害することで、デバイ
ス内部での腐食プロセスを遅らせ、安定性を飛躍的に向上させました。

この技術革新により、IPSCは従来の安定性課題を克服し、実用的なアプリケーションへ
の道が大きく開かれました。これは、ペロブスカイト太陽電池が持つ潜在能力を最大限
に引き出し、長期的な信頼性を確保する上で極めて重要です。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、高い電力変換効率と低コスト製造の可能性から、再生可能
エネルギー分野において大きな期待を集めています。反転型構造は、特にフレキシブル
基板や透明電極との相性が良く、建材一体型太陽光発電（BIPV）やウェアラブルデバイ
スなど、多様なアプリケーションへの応用が検討されています。しかし、その商業化に
は、シリコン太陽電池に匹敵する長期安定性の確保が不可欠でした。リトアニアの研究
チームの成果は、この安定性課題に対処するものであり、ペロブスカイト太陽電池の実
用化を加速させる上で非常に大きな意味を持ちます。

今後の展望

カウナス工科大学の研究による界面安定化技術は、反転型ペロブスカイト太陽電池の商
業化におけるゲームチェンジャーとなる可能性があります。この技術がさらに発展し、
量産プロセスに組み込まれれば、より耐久性が高く、高性能なペロブスカイト太陽電池
が市場に供給されるでしょう。これにより、窓やファサードなど、これまで太陽電池の
設置が難しかった場所への導入が促進され、クリーンエネルギーの利用範囲が大幅に拡
大することが期待されます。このリトアニアからのブレークスルーは、世界の再生可能
エネルギー市場に新たな競争力と持続可能なソリューションをもたらすことでしょう。

元記事: https://www.thecooldown.com/green-tech/scientists-curb-performance-loss-perovskite-solar-

cells/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thecooldown.com/green-tech/scientists-curb-performance-loss-perovskite-solar-cells/
https://www.thecooldown.com/green-tech/scientists-curb-performance-loss-perovskite-solar-cells/


#13 パキスタンK2ベースキャンプでペロブスカイト太陽
電池が初の極限オフグリッド環境実証へ、Monochrome
Inc.が実施

概要

Monochrome Inc.は、パキスタンのK2ベースキャンプ付近という標高5,150メートルを

超える極限環境で、ペロブスカイト太陽電池技術の実証試験を計画しています。この
プロジェクトは、凍結する天候、強い紫外線、そして既存の電力インフラから隔絶さ
れたオフグリッド条件下での次世代太陽電池パネルの性能と信頼性を評価するもので

す。

公開日 2026年08月21日  The Cool Down (via pv magazine)  パキスタン



詳細

主要成果

Monochrome Inc.は、ペロブスカイト太陽電池技術が持つ潜在能力を極限の環境で検証
するため、パキスタンのカラコルム山脈、世界第2位の高峰K2のベースキャンプ付近で
大規模な実証試験を計画しています。標高5,150メートルを超えるこの地域は、凍結す
るような低温、極めて強い太陽光（紫外線）、そして完全に既存の電力インフラから隔
絶されたオフグリッド条件という、地球上で最も過酷な気象条件の一つを提供します。
この試験は、次世代太陽電池パネルの耐久性と信頼性が、極限条件下でどこまで通用す
るかを実証する重要な機会となります。

技術・臨床詳細

ペロブスカイト太陽電池は、軽量性、柔軟性、高効率の可能性から、従来のシリコン太
陽電池では設置が困難だった場所での応用が期待されています。K2ベースキャンプでの
試験は、これらの特性が過酷な環境でどのように機能するかを具体的に評価するもので
す。

極低温環境下での性能: 氷点下の気温が続く高地において、ペロブスカイト材料がそ
の電気特性を維持できるか、また凍結融解サイクルによる劣化がどの程度進むかを評
価します。

高強度紫外線への耐性: 標高が高いため、紫外線（UV）の強度が地上よりも遥かに高
くなります。ペロブスカイト層のUV耐性が、長期間にわたる性能維持にどれほど影
響するかを測定します。

オフグリッド電源としての信頼性: K2ベースキャンプのような完全に独立した環境で
の電力供給は、パネルの堅牢性とバッテリー貯蔵システムとの連携が不可欠です。本
試験は、ペロブスカイト太陽電池が遠隔地での信頼性の高いエネルギー源となり得る
かを検証します。

この実証試験は、ペロブスカイト太陽電池の商業化における最大の課題の一つである
「長期信頼性と耐久性」について、貴重なデータを提供することになります。特に、未
開拓の遠隔地や災害時の独立電源としての可能性を探る上で重要な意義を持ちます。



背景・業界文脈

世界の多くの地域では、既存の電力網から遠く離れた場所で生活する人々や、特殊な設
備（観測機器、通信施設など）のために、独立型電源が不可欠です。従来のポータブル
太陽電池は、高効率化や軽量化が課題であり、特に極限環境での信頼性は十分ではあり
ませんでした。ペロブスカイト太陽電池は、その優れた特性から、こうしたオフグリッ
ド市場に革新をもたらす可能性を秘めています。Monochrome Inc.のような企業の取り
組みは、この技術が単なる研究室の成果に留まらず、実社会の具体的な課題解決に貢献
しうることを示しています。

今後の展望

K2ベースキャンプでのペロブスカイト太陽電池の極限環境実証は、次世代太陽電池技術
の適用範囲を大きく広げるものです。この試験から得られるデータは、ペロブスカイト
材料の組成改良、モジュール設計の最適化、および実用化に向けた国際規格の策定に貢
献するでしょう。この成功は、僻地や災害地での電力供給、さらには宇宙探査といっ
た、極めて厳しい条件下のアプリケーションにおいて、ペロブスカイト太陽電池が信頼
性の高い選択肢となる可能性を示し、世界のエネルギーアクセス改善に寄与すると期待
されます。

元記事: https://www.thecooldown.com/green-tech/perovskite-solar-test-k2-base-camp/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thecooldown.com/green-tech/perovskite-solar-test-k2-base-camp/


#14 ドイツHZB、カルボランベースの電子輸送材料でペロ
ブスカイト太陽電池の効率を2.4%向上させ安定性課題を
解決

概要

ドイツのヘルムホルツ・センター・ベルリン（HZB）の研究者は、カルボランベース

の新しい電子輸送材料（ETM）を開発し、ペロブスカイト太陽電池（PSC）の電力変換
効率を最大2.4パーセンテージポイント向上させました。この材料は、PSCが長年抱え
てきた安定性問題も同時に解決し、デバイスの性能と寿命を大幅に改善するもので

す。

公開日 2026年08月21日  Facebook (pveurope.eu)  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのヘルムホルツ・センター・ベルリン（HZB）の研究チームは、ペロブスカイト
太陽電池（PSC）の性能と長期安定性を飛躍的に向上させる新たな電子輸送材料
（ETM）を開発しました。この革新的な「カルボランベース」のETMを導入すること
で、PSCの電力変換効率を最大2.4パーセンテージポイント向上させることに成功しただ
けでなく、ペロブスカイト太陽電池が実用化に向けて長年直面してきた主要な安定性問
題の一つを同時に解決しました。これは、次世代太陽電池技術の商業化に向けた重要な
ブレークスルーです。

技術・臨床詳細

ペロブスカイト太陽電池の性能は、その構成材料だけでなく、電荷輸送層の効率と安定
性に大きく依存します。ETMは、ペロブスカイト層で生成された電子を効率的に抽出
し、電極へ輸送する役割を担います。従来のETMには、化学的安定性の低さや、ペロブ
スカイト層との界面における劣化といった課題がありました。HZBが開発したカルボラ
ンベースETMの主な利点は以下の通りです。

効率向上: 新しいETMは、電子の抽出効率と輸送速度を向上させることで、デバイス
の光電流密度とフィルファクター（FF）を改善し、結果として全体的な電力変換効率
を最大2.4パーセンテージポイント押し上げました。具体的な効率値は明記されてい
ませんが、この向上幅は非常に顕著です。

安定性の大幅改善: カルボラン化合物はその高い化学的・熱的安定性で知られてお
り、この特性をETMに適用することで、デバイスの長期安定性を著しく向上させるこ
とができました。これは、水分、酸素、熱などの環境要因による劣化を効果的に抑制
し、PSCの寿命を延ばす上で極めて重要です。

界面特性の最適化: 新ETMは、ペロブスカイト層との界面で安定した電荷輸送経路を
形成し、非放射再結合を最小限に抑えます。これにより、デバイスの全体的な性能と
信頼性が向上します。

この開発は、ペロブスカイト太陽電池の最大の課題の一つである「耐久性」の克服に直
接貢献し、実用化への障壁を低減するものです。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、シリコン太陽電池に匹敵する、あるいはそれを超える変換
効率の可能性を秘めており、低コスト製造も期待されることから、再生可能エネルギー
分野の「ゲームチェンジャー」として注目されています。しかし、特に長期的な安定性
と、材料の劣化メカニズムの理解と制御は、長年の研究課題でした。ETMのような機能
性材料の改良は、デバイス全体の性能を向上させる上で不可欠な要素です。HZBのよう
な研究機関における基礎研究の進展は、産業界が直面する実用化の課題を解決する上
で、極めて重要な役割を果たします。

今後の展望

カルボランベースの電子輸送材料の開発は、ペロブスカイト太陽電池の商業化に向けた
大きな一歩となります。安定性の問題が解決されれば、高性能ペロブスカイト太陽電池
がより広範なアプリケーション（建材一体型太陽光発電、フレキシブルデバイス、オフ
グリッド電源など）に導入される道が開かれます。今後、このETMの量産性やコスト効
率に関する研究が進めば、ペロブスカイト太陽電池は、世界のクリーンエネルギー市場
においてさらに競争力を高め、エネルギー転換を加速させる上で不可欠な技術となるで
しょう。

元記事: https://www.facebook.com/pveurope/posts/researchers-at-helmholtz-zentrum-berlin-for-

materials-and-energy-have-developed-/2147795312782652/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/pveurope/posts/researchers-at-helmholtz-zentrum-berlin-for-materials-and-energy-have-developed-/2147795312782652/
https://www.facebook.com/pveurope/posts/researchers-at-helmholtz-zentrum-berlin-for-materials-and-energy-have-developed-/2147795312782652/


#15 Tandem PV、米国エネルギー省から770万ドル助成金
獲得、ペロブスカイト・シリコンタンデム太陽電池の
29.7%効率で商業生産を米国で加速

概要

カリフォルニア州のスタートアップ企業Tandem PVは、米国エネルギー省（DOE）の

ARPA-E SCALEUP Readyプログラムから770万ドルの助成金を獲得しました。この資金
は、同社が開発した29.7%の変換効率を誇るペロブスカイト・シリコンタンデム太陽電
池技術の商業規模での生産と、米国国内での製造能力構築を加速させるために活用さ

れます。同社は既に40MWの商業実証施設を運営しており、未認証のパネルに対して
約10億ドル相当の購入意向書を締結したと発表しており、その技術の市場導入への期
待が高まっています。

公開日 2026年08月26日  PV Tech  アメリカ



詳細

主要成果

Tandem PVは、米国エネルギー省（DOE）のARPA-E SCALEUP Readyプログラムより、
770万ドル（約11億円）の助成金を獲得しました。この資金は、同社の高効率ペロブス
カイト・シリコンタンデム太陽電池技術の商業規模生産を加速し、米国における製造基
盤を強化することを目的としています。内部試験では29.7%という高い変換効率を達成
しており、これは太陽電池の性能を大きく向上させる画期的な数字です。

技術・臨床詳細

Tandem PVのペロブスカイト・シリコンタンデム太陽電池は、従来のシリコン太陽電池
の上に薄いペロブスカイト層を積層することで、異なる波長の太陽光を効率的に吸収
し、全体の変換効率を大幅に向上させる技術です。同社は既に40MW規模の商業実証施
設を稼働させており、この助成金は、研究開発段階から大規模な商業生産への移行を可
能にする重要なステップとなります。また、未認証の製品にもかかわらず、既に約10億
ドル相当の購入意向書が締結されていることから、市場からの強い需要と期待がうかが
えます。

背景・業界文脈

世界的に再生可能エネルギーへの移行が加速する中、太陽電池の効率向上とコスト削減
は喫緊の課題です。ペロブスカイト太陽電池は、高い変換効率と低コストでの製造可能
性から次世代太陽電池として注目を集めています。特に、既存のシリコン技術と組み合
わせたタンデム型は、既存インフラを活用しつつ性能を飛躍的に高める戦略として期待
されています。米国政府は国内でのクリーンエネルギー技術の製造能力強化に注力して
おり、今回のDOEによる助成金は、この国家戦略に合致するものです。



今後の展望

今回の助成金は、Tandem PVがペロブスカイト・シリコンタンデム太陽電池の量産体制
を確立し、米国市場における競争力を高める上で極めて重要です。商業規模での生産が
本格化すれば、より効率的で持続可能な太陽光発電ソリューションが提供され、エネル
ギーコストの削減と気候変動対策に貢献することが期待されます。同社の技術がさらに
普及することで、太陽光発電業界全体のイノベーションが加速し、エネルギー転換の推
進に大きな影響を与えるでしょう。

元記事: https://www.pv-tech.org/tandem-pv-doe-grant-commercialisation-perovskite/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pv-tech.org/tandem-pv-doe-grant-commercialisation-perovskite/


#16 SPIE会議でFAGeI₃鉛フリーペロブスカイトと高効率
ワイドバンドギャップ型における画期的進展を発表

概要

2026年8月24日から26日に開催された「Organic, Hybrid, and Perovskite Photovoltaics

XXVII」会議にて、ペロブスカイト太陽電池の材料科学における重要な進展が発表され
ました。特に、環境負荷の低いFAGeI₃ペロブスカイトを用いた鉛フリーPV用の新しい

吸収体技術が紹介されました。さらに、高効率なワイドバンドギャップペロブスカイ
ト太陽電池の性能を向上させる表面再構築方法も議論され、次世代太陽電池の開発に
おける基礎研究の深化を示しています。これらの成果は、より持続可能で高性能なペ

ロブスカイト太陽電池の実現に向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年08月24日  SPIE  国際



詳細

主要成果

2026年8月24日から26日に開催された「Organic, Hybrid, and Perovskite Photovoltaics

XXVII」会議では、ペロブスカイト太陽電池の材料科学とデバイス物理学における二つ
の重要なブレークスルーが発表されました。一つは、従来の鉛をゲルマニウムに置き換
えたFAGeI₃ペロブスカイトを用いた鉛フリーPV用の新しい吸収体の開発です。もう一つ
は、高効率ワイドバンドギャップペロブスカイト太陽電池の性能を大幅に向上させる表
面再構築方法の探求です。

技術・臨床詳細

鉛フリーペロブスカイト太陽電池の研究は、環境毒性への懸念から鉛を使用しない代替
材料の探索が喫緊の課題となっています。今回発表されたFAGeI₃ペロブスカイトは、ギ
酸アミジニウム（FA）とヨウ化ゲルマニウム（GeI₃）を組み合わせた新しい吸収体であ
り、鉛フリーでありながら優れた光電変換特性を持つ可能性を示唆しています。これ
は、より持続可能な太陽電池技術の実現に向けた重要な方向性です。また、ワイドバン
ドギャップペロブスカイト太陽電池は、タンデムセルやマルチジャンクションセルにお
ける上部セルとして非常に重要であり、その表面再構築方法は電荷キャリアの移動を最
適化し、再結合損失を低減することで変換効率をさらに高めることが期待されます。こ
れらの技術的進展は、ペロブスカイト太陽電池の性能限界を押し広げ、新たな応用分野
を開拓する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、その高い変換効率と低コストでの製造可能性から、次世代
太陽電池の本命とされています。しかし、鉛含有による環境リスクや長期安定性の課題
が残されており、これらを克服する研究が活発に進められています。鉛フリー技術は、
環境規制が厳しくなる中で市場受容性を高めるために不可欠な要素です。また、ワイド
バンドギャップ材料の効率向上は、タンデム太陽電池全体の効率を向上させる鍵となり
ます。この会議での発表は、学術界がこれらの基礎的かつ重要な課題にどのように取り
組んでいるかを示すものであり、今後の商業化への道筋に大きな影響を与える可能性が
あります。



今後の展望

鉛フリーペロブスカイトの開発は、ペロブスカイト太陽電池の環境適合性を高め、幅広
い市場での採用を促進するでしょう。特に、建材一体型太陽光発電（BIPV）やポータブ
ルデバイスなど、人との接触が多いアプリケーションでの利用が期待されます。ワイド
バンドギャップペロブスカイトの効率向上は、現在の最高効率記録をさらに更新するタ
ンデム太陽電池の実現に貢献し、太陽光発電の発電コストをさらに低減させる可能性を
秘めています。これらの進展は、研究者、エンジニア、そして投資家にとって、ペロブ
スカイト技術の将来性と市場ポテンシャルを再評価する機会となるでしょう。

元記事: https://spie.org/OP26P/conferencedetails/ohpvs

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spie.org/OP26P/conferencedetails/ohpvs


#17 大阪大学、カイラル正孔輸送材料でペロブスカイト太
陽電池の電荷輸送を向上、スピン分極60%を達成

概要

大阪大学の研究者らが、両面性IDT構造に基づくカイラルな正孔輸送材料（HTM）を開
発し、ペロブスカイト太陽電池の性能を向上させました。この画期的な研究は、分子
のカイラリティと電子スピンの間に直接的な関連性があることを明らかにし、電荷輸

送効率を高める新たなメカニズムを提示しています。特に、開発されたHTMを用いる
ことで、スピン分極が最大60%に達し、これによって電荷の再結合が抑制され、太陽
電池の総合的な性能が向上しました。この成果は、ペロブスカイト太陽電池の設計に

おいて、電荷輸送材料の選択に新たな次元をもたらすものです。

公開日 2026年08月27日  EurekAlert!  日本



詳細

主要成果

大阪大学の研究チームは、両面性IDT構造を持つ新規カイラル正孔輸送材料（HTM）を
開発し、ペロブスカイト太陽電池の電荷輸送性能を画期的に向上させました。この研究
は、分子のカイラリティ（不斉性）が電子スピンに影響を与え、スピン分極を最大60%

まで高めることで、電荷キャリアの再結合を抑制し、結果的に太陽電池の総合効率を向
上させることを初めて実証したものです。

技術・臨床詳細

今回開発されたカイラルなHTMは、分子構造に不斉中心を持つことで、電荷キャリアが
輸送される際に特定の電子スピン方向を選択的に促進する効果（スピン分極）を発揮し
ます。研究では、このカイラルHTMをペロブスカイト太陽電池の正孔輸送層に適用した
結果、スピン分極が最大60%に達することが確認されました。この高いスピン分極は、
電子と正孔の間のスピン選択的な再結合経路を阻害し、デバイス内部での電荷寿命を延
ばすことに寄与します。これにより、より多くの電荷キャリアが電極に到達できるよう
になり、太陽電池の電流密度と開放電圧が向上し、最終的な光電変換効率の向上に繋が
ります。この技術は、従来の無機または非カイラル有機HTMでは実現できなかった、全
く新しい電荷輸送メカニズムを提供します。

背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池の性能向上には、電荷キャリアの生成効率だけでなく、その輸
送効率と再結合損失の抑制が極めて重要です。正孔輸送材料（HTM）は、ペロブスカイ
ト層で生成された正孔を効率的に抽出し、再結合を防ぐ役割を担う主要なコンポーネン
トです。これまでのHTMの研究は主にエネルギー準位の適合性や移動度に着目してきま
したが、大阪大学の研究は「スピン」という新しい視点を導入し、カイラリティが電荷
輸送に与える影響を明らかにしました。これは、基礎科学の深い理解が実用的なデバイ
ス性能向上に直結することを示す好例であり、この分野における日本の研究機関の貢献
は大きいと言えます。



今後の展望

このカイラルHTMの開発は、ペロブスカイト太陽電池の設計思想に新たなパラダイムを
もたらす可能性を秘めています。スピン分極の制御による電荷輸送の最適化は、現在の
変換効率のさらなる向上に寄与するだけでなく、理論効率限界に近い性能達成への道を
開くかもしれません。将来的に、この技術はペロブスカイト太陽電池の商用化におい
て、耐久性やコスト効率と並ぶ重要な性能指標となり得るでしょう。研究者やエンジニ
アは、この新しいHTMが大規模生産に適しているか、また長期的な安定性を有している
かについて、さらなる検証を進めることに注目するでしょう。これは、太陽光発電技術
の次なる進化に向けた重要なステップとなります。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1141670

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1141670



